









































　　（2）調査対象：20 歳～ 69 歳の男女個人
　　（3）抽出方法：エリアサンプリングによる無作為抽出法




































































　これを回答者の属性別に分析したのが図 2-1 ～図 2-3 である。表現が多いことから、
分かりやすいようグラフを 3 枚に分割して示した。
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値は低いが「よるめし」にも同様の傾向が認められ、20 代では 2 割近くが使っている。
　この傾向は、回答者を男女に分けて年齢層別に見た場合も同様であるが、「よるご
はん」の若年層に向けての増加傾向は特に女性において著しい。40 代で使用者率は
すでに過半数となり、30 代で約 6 割、20 代では 7 割超の女性が使っている。グラフ
















































として使用者率が低い 50 代・60 代では男女差も大きくないが、若年層に向け数値が
高まるにつれて男女差も大きくなる。特に 20 代では開きが大きく、女性は男性より
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　女性はどの年齢層でも数値が極めて低く、20 代で 4.5% とやや上昇することを除け
ば、年齢層による違いもほとんど見られない。これに対し男性は、若年層になるに














































































































認される。20 代では 6 割近くが「コメ（を食べる）」を使用している。若年層ではか
なり定着した表現となっていることがわかる。
　この傾向は、回答者を男女に分けて年齢層別に見た場合にも認められる。とりわり
男性の 20 代・30 代での使用者率は高く 6 割を超える。若年層男性のおよそ 3 人に 2
































































































































































































食べる）」の使用に関する質問をした。調査の実施は 2018 年 12 月でる。有効回答は、





























































































――――（2016）「第 6 章　新語・流行語」『講座  言語研究の革新と継承 2　日本語語彙論Ⅱ』（ひつ
じ書房）
（おざき　よしみつ／本学教授）
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